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新病院建設事業（令和６年度）について 病院再整備課 １ 

遠隔ＩＣＵシステムの導入について 経営管理課 ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（病院再整備課 予算書 497・505頁） 
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新病院建設事業（令和６年度）について 

１ 新病院建設に係る主な事業 

No 事業名 内容等 予算書記載等 

１ 臨時駐車場用地賃借 ２箇所（案内図参照） 収益的支出(収)  

２ 患者送迎等業務 駐車場⇔病院（案内図参照） (収) 

３ 車両誘導業務 駐車場等交通誘導員 (収) 

４ 埋蔵文化財調査事業 遺物整理・報告書作成 資本的支出(資)  

R3～R6継続費 

５ 開院支援事業 医療機器、情報システム、運営、移転支援 (資)R4～R8継続費 

６ 工事監理事業 設計と工事の照合 (資)R5～R7継続費 

７ コンストラクションマネジメント事業 工事の適正化と品質確保に係る技術的支援 (資)R5～R7継続費 

８ 新 現病院解体工事実施設計 RC造 7階建、約 24,000㎡ (資) 

９ 建設事業 本体工事 (資)R5～R7継続費 

10 井水処理施設整備事業 災害時の飲料水等確保 (資)R5～R7継続費 

11 新 医療機器整備 増設医療機器等 R6～R7債務負担 

R6予算は０ 

 

２ 案内図 
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（経営管理課 予算書 505頁） 
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遠隔ＩＣＵシステムの導入について 

１ 事業概要 

  本市と昭和大学が平成 24年に締結した「医療連携に関する基本協定」に基づき、

医療のＤＸ化を推進するため、令和６年度中に、現在の市立病院のＩＣＵ（集中治

療室）４床に、昭和大学病院内の支援センターと接続した遠隔ＩＣＵ（集中治療に

おける遠隔診療）を導入する。 

 

２ 遠隔ＩＣＵシステムの概要 

複数の病院のＩＣＵをネットワークで接続して、現場から離れた支援センター内 

で訓練を受けた認定看護師等が 24時間体制でモニタリングを行い、その情報を集 

中治療専門医が確認し、現場のＩＣＵのスタッフや患者と双方向通信を行うことで、 

支援を受けることができるシステム。 

市立病院の医療の更なる高度化や効率化により、患者負担の軽減等を目指す。 

 

３ 遠隔ＩＣＵシステムのイメージ図 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

    

 ©2024 Koninklijke Philips N.V     


